
§8．さいごに

　最終報告書は，ご覧頂きましたように盛り沢山の内容となりました。今回「§3．歴史的鋼

橋を訪ねて」で取り上げた，永代橋，清洲橋，そして豊海橋などについては，すでに多数の

出版物でも紹介されており内容的には決して目新しいものではありません。しかし，永代橋

のタイ材，清洲橋の架設ヒンジ，フィーレンデールの解析方法などに触れているものは少な

く，橋梁エンジニアならではの裡点でできるだけ違った角度から紹介したつもりです。この

ような歴史的鋼橋に関する調査は，時間と労力を費やせば必ずそれに見合った成果が得られ

るといった性質のもので・はありませんが，今回は前報告書から約5年のインターバルを経た

分，内容的にかなり充実させることができたと思います。また，本報告書で取り上げた橋梁

のうちすでに撤去されてしまった橋が3橋ありますが，撤去工事が具体的に動き出してから

初めて貴重な資料や写真が見つかるケースが多いのも皮肉なものです。

「§4．リベット橋ができるまで」の章末にも述べましたように，今後，我々若いエンジニア

がリベット橋と付き合う機会は増えると思われます。また，ライフサイクルコストを論じる

前に，すでに100年近くの年月を経た橋梁に接することから得るものは決して少なくない

はずです。その際に，本報告書が何らかのかたちで役に立てば幸いです。

　最後に，本報告書をまとめるにあたり資料提供，ご協力を頂いた下記の各位・各機関に感
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